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平成２５年度 第２回 府中市男女共同参画推進懇談会 

議 事 録 

 

Ⅰ 日 時  平成２５年７月２６日（金）午後６時３０分～午後８時１０分 

Ⅱ 場 所  府中市役所 北庁舎３階 第１会議室 

Ⅲ 出 席 

 (ⅰ ) 委 員 

   諸橋会長、内海副会長、宮浦委員、鈴木委員、日笠委員、芝辻委員、小林委員、

矢島委員、阿部委員、三本委員、谷田部委員 

 (ⅱ ) 事務局 

   村越市民活動支援課長、岩田市民活動支援課補佐兼男女共同参画担当副主幹、 

肥後男女共同参画推進係長、清岡主任 

Ⅳ 欠 席 

   冨田委員 

Ⅴ 傍聴者 

   なし 

Ⅵ 会議内容 

 １ 開会 

   前回欠席された、日笠委員から挨拶があった。 

 

 ２ 前回議事録の確認 

   異議なく承認された。 

 

３ 配付資料の確認 

   ・資料１ 市民企画講座選考結果 

   ・資料２ 府中市男女共同参画計画事業別一覧 

   ・資料３ 府中市男女共同参画計画推進状況評価報告、第三者評価（案） 

   ・資料４ 第三者評価事項に関する各課の回答 

 

４ 報告事項 

   事務局から次のとおり報告した。 

  市民企画講座について、資料１に基づいて説明。事業決定については、各委員から

提出いただいた採点表を集計し、平均点の高い順で予算の範囲内として上位４事業

に決定しました。決定にあたっては、事前に正副会長に了承を得ております。 

  決定した事業は、「デートＤＶ予防ワークショップ」、「女性のための起業入門講座」

「講演会・フランスにおける男女平等」、「ハラスメントを考える講座」です。 
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 ５ 協議事項について 

  (１) 第三者評価について 

   事務局より資料２及び第４次府中市男女共同参画計画の冊子に基づいて、重点項

目について説明し、今回の重点項目の選定について事務局案を提案した。 

   

  委 員 重点項目になっている事業となっていない事業の評価後の違いは 

     また、事務局案として、重点項目が２つ以上ある施策は、重点項目を１つに

したとのことですが、絞った理由を説明してほしい。 

  事務局 評価後の違いについてですが、重点項目として評価・提言をいただいてお

ります事業については、それを基に次年度にどのように反映していくかのヒ

ントを得られるというかたちになります。重点項目以外についても時代の情

勢・法律といったものに関わりながら各課で毎年評価し、事業を進めており

ます。 

      次に重点項目が２つ以上ある施策は、重点項目を１つにしたとのご質問に

ついてですが、これまで１つの施策の中に重点項目が２つ以上あるもの、反

対に１つもないものがありました。評価としては、各重点項目ごとに行って

いましたが、今回の評価からは施策ごとの評価を行うことになったため、１

つの施策に１つの重点項目を設置し、そこで一度評価していただいた後で施

策全体を見直して評価をいただきたいと考えております。 

        

      次に事務局より資料３及び資料４に基づいて説明。昨年度までは、２４の重点項目

について第三者評価及び提言等をいただいたが、先に述べたとおり、今年度からは、

施策の単位で提言をいただくように変更していくことを提案した。 

 

   委 員 項目の中で、男女共同参画推進懇談会としてここでしか評価できない事業

と福祉・高齢者・障害者等府中市の他の計画にも含まれている計画があるの

で、そのような計画は他で評価されると思うのですが、いかがなものか 

   会 長 評価する中からあらたな重点項目がでてくるだろうから、先に重点項目あ

りきで、評価しないようにということですね。また、他の行動計画とだぶる

ようであれば、はずしても良いということですね。 

   委 員 障害者・高齢者の中にも女性問題を扱ったテーマもありますが、やはりこ

こでしか出来ないものを 

   会 長 今までない初めての評価方法なので、ご意見等があるかと思いますが、今

回は、施策の単位ごとの総合評価・提言で進めていくとのことで良いですか。 
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 施策の単位での総合評価、提言をするにあたりすべての事業の評価をする必要があ

るとの意見が多く次回までに１０２事業のうちの５７事業について各委員が評価し、

事務局まで送付することとした。 

事務局で集計し、次回の推進懇談会において、意見交換し、総合評価等することと

なった。 

 

６ 次回の日程確認 

  (１) １０月３日（木）午前１０時から 

    場所は、本庁舎会議室 

 

７ 閉会 

    

 

 


